
平成 29 年度排出・移動分ＰＲＴＲデータの概要について（和歌山県） 

―化学物質の排出量・移動量の届出集計結果― 

 

 

 平成１１年７月に公布された「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進

に関する法律」に基づき、化学物質排出移動量届出制度（「ＰＲＴＲ」(Pollutant:環境汚染物質  

Release:排出  and Transfer:移動  Register:登録)）が導入されました。 

 この法律に基づき、平成１３年度分から一定の条件を満たした事業者（従業員数が２１人以上の政

令で定められた２４業種に該当する事業を営み、対象物質の年間取扱量が１トン以上（平成１３、１４

年度分届出については５トン以上））の事業所は、環境中に広く継続的に存在し、人の健康や生態

系に悪影響を及ぼす恐れのある４６２種類の化学物質について、１年間の環境への排出量※１や移

動量※２を毎年度届け出ています。 

 国（経済産業省・環境省）は、届出値の集計結果及び推計を行った届出対象外の排出量の集計結

果を公表することとされており、法施行後第17回目となる平成29年度分の集計結果について、平成

31 年 3 月 5 日に公表していますが、和歌山県においても、県内の排出量・移動量等の概要につい

て取りまとめましたので、公表します。 
※１排出：大気や公共用水域、事業所内の土壌への排出量及び事業所内への埋立処分量 
※２移動：廃棄物としての事業所外への移動量及び下水道への放出量 

 

 

 

 

・ 全国の集計結果等は、環境省のホームページ（http://www.env.go.jp/chemi/prtr/risk0.html）に掲載して
います。 
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１ 届出排出量・移動量 

 

（１） 和歌山県内全事業所及び全物質の届出排出量・移動量 

 

事業者より届出のあった総排出量は、899トン（全国の0.59％）、総移動量は、2,065トン（全

国の 0.88％）、排出量・移動量の合計は、2,963 トン（全国の 0.77％）となっています。 

 全国のデータと比較してみると、和歌山県は、移動量(特に廃棄物としての移動)の割合が

高くなっています。 
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届出事業所数、排出量、移動量、排出・移動量合計の年度ごとの推移 
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（２）事業所の届出排出量・移動量の多い物質 

   上位５物質の合計は、2，209 トンで、全体の 74％を占めています。 

   また、ガソリン・灯油、合成原料や溶剤として幅広く用いられるトルエン（１位）、キシレン（３位）、

エチルベンゼン（５位）が上位を占めているのは全国的な傾向と同様ですが、ステンレス鋼、顔料

などに用いられるクロム及び三価クロム化合物(２位)、合成樹脂原料として使用されるフェノール（４

位）については、順位が全国と比較して高くなっています。 
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２ 届出外排出量の推計値 

 

（１）和歌山県の届出外排出量の推計値 

  国が推計を行った平成 29 年度分の届出外排出量の推計値の合計は、2,962 トン 

（全国の 1.24％）となっています。 

 

 

  

対 象 業 種 ： 対象業種であるが、届出要件に満たないため届出対象外となったもの 

非対象業種 ： 非対象業種からの排出量(農業、林業、漁業、建設業等) 

移 動 体 ： 移動体 (自動車、二輪車(二輪自動車及び原動機付自転車)、特殊自動車、鉄道車

両、船舶、航空機)からの排出量 

家 庭 ： 家庭からの排出量(主として、洗剤、防虫剤・消臭剤、化粧品、接着剤・塗料等に含

まれる対象物質の排出量) 

 

 



 -  - 6 

３ 届出排出量と届出外排出量の推計値の合計 

 

（１）届出排出量と届出外排出量の合計 

  平成29年度分の届出排出量と届出外排出量（推計値）の合計は、和歌山県3,861トン（全国

の 0.99％）となっています。 

    また、構成比を全国と比べると、和歌山県は届出排出量の割合が低くなっています。 
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（２）届出排出量・届出外排出量上位５物質とその量 

   上位５物質の合計は 2451 トンで、全体の 61.0％を占めています。 

  また、ガソリン・灯油、合成原料や溶剤などに用いられるトルエン(１位)、キシレン 

(２位)、エチルベンゼン（５位）、界面活性剤であるポリ（オキシエチレン）＝アルキルエーテ

ル（３位）が上位を占めているのは全国的な傾向と同様です。 
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（参考１） 

 

和歌山県における届出等の推移 

(単位：トン/年) 

 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

届出事業所数 ３１４ ２９７ ２８８ ２８０ ２７４ ２７７ ２８１ ２７４ 

届出排出量(a) １，５３８ ９８１ ９３２ ９９８ １，０４９ １，０２９ ９７５ ８９９ 

届出移動量(b) ３，５００ ４，１１９ ２，３１３ １，８５３ １，７９１ ２，３８９ １，９９５ ２，０６５ 

届出排出量・移動量合計

(a+b) 
５，０３８ ５，１００ ３，２４５ ２，８５１ ２，８４０ ３，４１８ ２，９６９ ２，９６３ 

届出外排出量の推計値(c) ３，５４３ ３，３４７ ３，２６５ ３，１６６ ３，０６５ ２，７８４ ３，０４４ ２，９６２ 

排出量合計(a+c) ５，０８１ ４，３２８ ４，１９６ ４，１６５ ４，１１４ ３，８１３ ４，０１９ ３，８６１ 

* 各集計値は届けられた当該データの合計について小数点第１位で四捨五入し、整数表示したものであるため、

本集計表の排出量等の各欄と合計した数値が異なる場合があります。 

 

 

全国における届出等の推移 

       (単位：トン/年) 

 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

届出事業所数 ３６，４９１ ３６，６３８ ３６，５０４ ３５，９７４ ３５，５７３ ３５，２７４ ３４，６６８ ３４，２５３ 

届出排出量(a) １８２，７３２ １７３，８４３ １６２，２３９ １６０，１７８ １５９，０２１ １５４，１７６ １５１，４３０ １５２，０１７ 

届出移動量(b) １９８，１００ ２２５，０２７ ２１９，１２８ ２１５，４９１ ２２４，０６９ ２２３，６４２ ２２４，４９４ ２３５，０８３ 

届出排出量・移動量合計

(a+b) 
３８０，８３１ ３９８，８７０ ３８１，３６８ ３７５，６６８ ３８３，０９０ ３７７，８１８ ３７５，９２４ ３８７，１０１ 

届出外排出量の推計値(c) ２７０，２６９ ２５４，７０６ ２４３，５７８ ２４０，５５０ ２３９，６９１ ２２９，２２０ ２４６，７２９ ２３８，７１９ 

排出量合計(a+c) ４５３，０６２ ４２８，５４９ ４０５，８１７ ４００，７２８ ３９８，７１２ ３８３，３９６ ３９８，１５９ ３９０，７３７ 

* 各集計値は届けられた当該データの合計について小数点第１位で四捨五入し、整数表示したものであるため、

本集計表の排出量等の各欄と合計した数値が異なる場合があります。 
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（参考２） 

 

届出対象業種 

 

金属鉱業 燃料小売業 

原油・天然ガス鉱業 洗濯業 

製造業 

 食料品製造業、化学工業、繊維工業 

鉄鋼業、電器機械器具製造業等 

写真業 

自動車整備業 

電気業 機械修理業 

ガス業 商品検査業 

熱供給業 計量証明業 

下水道業 一般廃棄物処理業 

鉄道業 産業廃棄物処分業 

倉庫業 医療業 

石油卸売業 高等教育機関 

鉄スクラップ卸売業 自然科学研究所 

自動車卸売業  

 

 

〒６４０－８５８５ 

和歌山市小松原通１丁目１番地 

和歌山県環境管理課 

TEL：073-441-2688  

FAX：073-441-2689 

 


